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北
海
道
シ
チ
ュ
ー
２
０
２
０
冬 

 
 

 
 

 
 

似
た
も
の
夫
婦 

９
０
秒 

 
〇
牧
場
の
雪
原 

  
 

 
歩
く
聡
と
ユ
キ
。 

Ｔ 
 

「
小
さ
な
こ
と
で
ケ
ン
カ
し
た
」 

 

〇
二
人
の
家
、
玄
関
（
中
） 

  
 

 

靴
箱
の
上
に
放
置
さ
れ
た
結
婚
指
輪
。 

 
 

 

そ
れ
を
見
つ
め
て
怒
っ
て
い
る
ユ
キ
。 

ユ
キ 

「
…
…
」 

 
 

 

ガ
チ
ャ
リ
と
扉
が
開
く
。
吹
き
込
む
風
。 

 
 

 

雪
ま
み
れ
で
、
作
業
帰
り
の
聡
。 

 
 

 

手
袋
を
外
し
な
が
ら
、
頭
や
肩
の
雪
な
ど 

を
払
う
。 

聡 
 

「
（
ユ
キ
の
視
線
に
気
づ
い
て
）
何
？
」 

ユ
キ 

「
男
の
人
が
指
輪
外
す
時
っ
て
、
浮
気
し 

て
る
と
き
な
ん
で
し
ょ
？ 

ネ
ッ
ト
で
見
た
」 

聡 
 

「
は
？
」 

ユ
キ 

「
（
指
輪
を
見
る
）
」 

 
 

 

放
置
さ
れ
た
指
輪
。
聡
、
思
わ
ず
自
分
の 

左
薬
指
を
触
る
。 

ユ
キ 

「
や
っ
ぱ
や
ま
し
い
所
あ
る
ん
で
し
ょ
！
」 

 

〇
牧
場
の
雪
原 

  
 

 

歩
く
二
人
。
サ
イ
ロ
か
小
屋
に
、
何
か
を 

取
り
に
行
く
道
中
。 

ユ
キ 

「
…
…
最
初
に
言
っ
て
よ
ね
。
怒
っ
て
損 

し
た
」 

聡 
 

「
手
袋
の
中
に
忘
れ
た
ら
、
っ
て
思
っ
て
。 

ど
っ
か
で
外
し
て
、
失
く
し
た
ら
見
つ
か
ら
な 

い
よ
」 広

い
雪
原
を
見
る
。 

ユ
キ 

「
聞
い
て
な
い
」 

聡 
 

「
言
っ
た
よ
」 

ユ
キ 

「
聞
い
て
な
い
」 

聡 
 

「
言
っ
た
よ
」 
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二
人 

「
…
…
」 

聡 
 

「
失
く
し
た
く
、
な
い
ん
だ
」 

ユ
キ 

「
…
…
」 

 
 

 
 

聡
、
立
ち
止
ま
っ
て
、
振
り
返
る
。 

聡
、
ユ
キ
「
ご
め
ん
（
同
時
に
）
」 

二
人
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
笑
う
。 

 

〇
二
人
の
家
、
リ
ビ
ン
グ
、
夜 

  
 

 

シ
チ
ュ
ー
を
食
べ
る
二
人
。 

二
人 

「
（
同
時
に
）
ホ
タ
テ
ー
」 

 
 

 

同
時
に
気
付
き
、
笑
う
。 

聡 
 

「
…
…
」 

ユ
キ 

「
な
に
？
」 

聡 
 

「
似
た
も
の
夫
婦
だ
な
っ
て
。
頑
固
な
と 

こ
ろ
も
ね
」 

 
 

 
 

微
笑
む
二
人
。 

  

Ｎ
Ａ 

「
幸
せ
を
、
北
海
道
か
ら
。 

 
 

 
 

ハ
ウ
ス
北
海
道
シ
チ
ュ
ー
」 

 


